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の種組成とバイオマスに与える放牧圧と降水量の影響、主要構成種である Stipa krylovii と 








マス推定式を作成するために、cover pin frame 法を用いた植生調査を行った地点の一部におい
て刈り取り調査を行った。調査期間中は、湿潤年が2年、乾燥年が2年含まれ、重放牧区、中放牧
区、軽放牧区間のバイオマス等の相違は、湿潤年では顕著であったが、乾燥年では相違が顕著で











種の反応は異なり、降雨直後に A. polyrhizum は総一次生産量が顕著に増加したのに対して、 






 第６章で著者は、以上の結果から総合考察を行った。降雨に対する反応は、S. krylovii と 




発達させる S. krylovii は、短期的な降雨の影響を受けにくいと考えられた。さらに、著者は
今後の気候変動が草原、特に S. krylovii と A. polyrhizum の優占度に与える影響について考
えた場合、干ばつの増加と降雨変動の増大は、S. krylovii には負の効果を及ぼすが、一時的な









態系に与える影響を明らかにしようとした。研究対象とした S. krylovii と A. polyrhizum は、
草原の回復と退行を指標する対照的な種として着目されてきたが、生理生態学的な研究は少なく、
両種を同一手法で比較した研究例は見られなかった。本研究は、小型のチャンバーシステムを用
いることで、葉が細く光合成速度の測定が困難な両種について、効率的に総一次生産量を測定す
ることに成功している。また、短期的な降雨の反応性の相違など、両種に生理生態学的特性に関
する新知見を見出している。これらの成果は、半乾燥地を対象とした生態学的研究として、学術
的に高く評価できる。 
 
 平成３１年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
